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　2012 年 10 月中旬、動物商で死んでしまっ

た全長 420cm もある大きなビルマニシキヘ

ビを譲り受け、骨格標本を製作することにな

りました。

　私が携わったのは、剥皮後の背側筋肉の除

肉と仕上げの整形です。発達した背中の筋肉

を剪刀で断ち、スケーラーで取り除いていく

のですが、繊維が硬くてなかなか刃が立ちま

せん。ですが最初から薬品（塩素系漂白剤）

で一気に溶かそうとすると、細い肋骨は取れ

てしまいます。肋骨約 270 対がほぼ相似形な

ので、たくさん取れてしまったら、それこそ

難解なパズルです。4m を超す長さ故、どの

作業においても一度に多くは進みません。塩

素系漂白剤を使用して、残った肉を溶かして

いくにも、全体を漬けられるバットがないの

で、一部ずつ浸しながら、毎日少しずつコツ

コツと根気よく進めていきました。きれいな

骨にするのに、1 か月以上かかってしまいま
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した。

　出来上がった骨の整形も大変です。一畳の

板いっぱいにくねらせて全体の形を作り、肋

骨の間を一本一本均等に整え、針で固定して

いきます。よく見ると肋骨に骨折した箇所が

あります。一体ヘビに何が起きたのでしょう

か。単調な作業が続く中、骨の状態から生き

ていた頃を想像したりしながら、骨と向き合

いました。

　出来上がった骨格標本はとても迫力のある

ものとなり、１月の東海大学自然史博物館へ

貸し出しての干支の展示は大変好評を博しま

した。

　自然学習資料センターには、ビルマニシキ

ヘビの他にも、ミドリニシキヘビ、アオダイ

ショウ、マムシなどの骨格標本があります。

これからも、駿河ほねほね団はヘビに限らず

色々な骨格標本に挑戦していこうと思ってい

ます。

完成した大きなビルマニシキヘビの骨格標本 ほぼ溶かし終えた骨格標本の全体

　2013 年 2 月 16 日アイセル 21 で開催された

このシンポジウムは、「静岡市生物多様性地域

戦略」に始まり、「みんなで参加し伝える、生

きもののつながり」とか、「清流の都・静岡の

将来の子どもたちへ」など、パンフレットや

ビラによってさまざまなタイトルがついてい

るので、ふらりと参加したものにとっては（私

のように）、全体で何が行われているのかなか

なか要領がつかめないきらいがありました。

　要は、1992 年に地球サミット（ブラジル・

リオデジャネイロ）において「生物多様性条約」

が採択されたのをきっかけに、2010 年の COP10（日

本が議長国）で「生物多様性国家戦略 2010」

が制定されたのを受け、「静岡市生物多様性地

域戦略」が 2011 年に静岡市で制定され、それ

が今日のような展開につながっているわけです。

　静岡市のその戦略は「人と生きものが共存

する社会づくり」、「自然に守られ、生きもの

の恵みを受ける社会づくり」、「自然を学び、

育む社会づくり」、「生物多様性に配慮した社

会づくり」の４つの重点的課題の基に、リー

ディングプロジェクトとして、「南アルプス・

井川エコパークプロジェクト」、「里地里山保

全・再生、人づくりプロジェクト」、「生きも

のモニタリングプロジェクト」を掲げ、当日

行われた三つのパネルディスカッション「知

りたい！行きたい！南アルプス・井川を目指

して」、「人と自然の絆の場、里地里山とどう

付き合うか？」、「静岡市の自然と、生きもの

（の）つながりを守るためには？」にやっとつ
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「静岡市生物多様性シンポジウム」が開催されました

天岸祥光

ながるわけです（もう少し全体像を明確にして

もらえたら、と思いました）。

　パネルディスカッションに先立ち、山岸　哲

氏（山階鳥類研究所名誉所長）の記念講演「ト

キはなぜ禿げたか」～生物多様性とは何か～

がありました。これはなかなか面白い話で、

トキは何万年も前からドジョウだけを食べて

いたわけでなく、田んぼの中に深く頭を突っ

込み ( だから禿げてしまった！禿げたかが死

肉の中に頭を突っ込んで禿げたように )、実に

さまざまなものを食べて生き延びてきた、い

わば生物多様性こそがトキの生命を維持して

きたという話でした（間違って解釈している

かもしれませんが）。

　NPO からは、三つ目のパネルディスカッショ

ンに、板井、高橋、湯浅の 3 氏の理事がパネラー

として登壇され、展示に三宅副理事長が奮闘

されました。私は二つ目の会場に出席し、所

属している棚田「清沢塾」の発表を見守って

いました。

山階鳥類研究所名誉所長　山岸　哲氏

パネルディスカッション

NPO自然博ネットの展示物


